
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
令和３年７月３日（土）に第９回教科等指導力養成講座を行いました。７月に入り、養成段階も充実期と
なりました。 
 
【全員共通】 
〇教師として（主任指導主事による講話） 
東京都の目指す教育の方向性や東京都の教員に求められる資質・能力についてのお話がありました。 

先生の目指す教師像として、モデルロールとなる先生を書き出す演習では、特別教育実習先の指導担当の
先生や、学生時代にお世話になった先生の名前を書き出し、改めて教師となるきっかけや目標を明確にし
ている様子が見られました。 
 

【小学校コース】 【特別支援学校コース】 
○授業づくりの基礎（第２回） 
社会の授業における１単位時間の実際として、教

材研究の手順や板書計画、資料提示や発問について
演習を通じて学びました。塾生は、地域の特色を把
握し、地域素材を教材として活用することの重要性
について学びました。 
 
○授業づくりの基礎（第３回） 
国語では、育成すべき資質・能力を明確にした上

で、指導事項や言語活動を設定すること、単元を見
通して指導計画を作成することについて学びまし
た。塾生は、演習を通して評価場面や評価方法につ
いての理解を深めることができました。 

 
算数では、教授による模擬授業を通した講義・演

習を実施しました。適切とは言えない授業場面の演
示から塾生が改善点を考えることで、集団解決の方
法や発問等、実践的な指導に関する理解を深めるこ
とができました。 
 

〇国語と算数 
練馬区立上石神井北小学校の泉田巧人副校長を

講師としてお招きしました。各教科等を合わせた指
導について、事例の紹介を交えながら、児童・生徒
の発達の段階に応じた指導内容や教育課程の編成
等について学びました。 
 
〇教材づくり 
特別支援学校における ICT 機器や活用事例紹介

やプログラミング教材の体験を行いました。タブレ
ット端末を用いたプログラミング教材の体験では、
児童の視点に立ち、教材の工夫や ICT機器のよさに
ついて考えました。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  
 

～子供たちの夢をかなえる教師になる！～ 
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令和３年５月 22日（土）に第７回教科等指導力養成講座を行いました。緊急事態宣言の延長に伴い、

配信動画の視聴、ビデオ会議サービスの活用による講座となりました。 
 
１ 主な講座の様子 
【小学校コース】 【特別支援学校コース】 
○ 特別支援教育 

教職員研修センター研修部専門教育向上課
の桑田昌明統括指導主事から、特別支援教育に
ついての講義を受けました。学校生活支援シー
ト（個別の教育支援計画）や東京都独自の特別
支援教室の仕組み、都立特別支援学校在籍児
童・生徒の副籍制度等、東京都の特別支援教育
について学びました。 

○ 自立活動とコミュニケーション 
都立小平特別支援学校の谷本式慶主幹教諭か

ら、自立活動とコミュニケーションについての
講義を受けました。講義や演習を通して、障害
のある児童・生徒の実態に応じたコミュニケー
ション指導の手法や ICT 機器の活用した授業づ
くりについて学びました。 

 
○ 授業づくりの基礎 

   養成塾担当教授から、授業づくりの基礎につ
いての講義を受けました。 
道徳科では、児童の実態に即した教材研究

や、授業づくりの講義を通して、教材提示や発
問について学びました。 

  国語では、教材を例に、児童の主体的な学び
の姿、対話的な学びの姿、深い学びの姿を目指
した学習活動等について考えることを通して、
学びを充実させるための発問等の手だてにつ
いて学びました。 

   算数では、１単位時間における導入からまと
めまでの問題解決の学習過程について考える
ことを通して、児童の思考を深めたり、対話を
促したりする発問の工夫について学びました。 

 
○ 教科等を合わせた指導 

養成塾担当教授から、作業学習についての講
義を受けました。授業事例から、作業工程が明
らかになるように学習環境を整えることや障害
特性に応じた教員の指導の在り方について学び
ました。児童・生徒の「できる」という成功体
験を生み出すための学習活動の工夫について学
びました。 
 

〇 自閉症の特性と指導 
  東京家政大学の半澤嘉博教授から、自閉症の
特性と指導についての講義を受けました。講義
や自閉症の芸術家の作品紹介等を通して、自閉
症の特性の理解と、個性や長所を生かした指導
の重要性について学びました。 

 
２ 班別協議の様子 

   

 

  
 
 
 

 

 

●第７回教科等指導力養成講座 

【塾生の感想より】 
○ 特別支援教育では、教師間、保護者、地域との連携が大切だと学んだ。どの学級においても支援を
要する児童がいるので、教育的ニーズに応じた支援を行えるようにしたい。 

○ 道徳科では、教材提示や発問の工夫を課題にして、今後の特別教育実習で実践してみたい。終末の
説話は、児童が道徳的価値を身近に感じられるように工夫していきたい。 

○ 自己の課題として算数における興味をもつことのできる問題の提示が挙げられる。学習指導案を作
成する際は、児童にとって興味がもてる内容であるか、児童の視点に立って考えていきたい。 

〇 小学部には作業学習の時間がないため実感がもちにくいが、中学部や高等部の学習活動を実習の中
で参観する機会を活用し、どのような活動があるかをこれからも観察していきたい。 

 

 

 

配信動画の一部 

自立活動とコミュニケーション 自閉症の特性と指導 

 

 

 
 

オンラインによる班別協議 

 
 
 
 
 

オンラインによる班別協議 

教授や同じ班の仲間と講義で学んだことや、

特別教育実習の授業実践において課題に感じ

ていることについて協議しました。対話を通し

て講義内容と特別教育実習を往還することで、

実践的に学びを深めていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
令和３年７月３日（土）に第９回教科等指導力養成講座を行いました。７月に入り、養成段階は伸長期

から、充実期となりました。 
 
１ 主任指導主事からの講話 
○ 教師として 

東京都の目指す教育の方向性や東京都の教員に求められる資質・能力について学びました。目指す
教師の姿をイメージする演習を通して、自己の今後の課題について振り返りました。 

 
２ 主な講座の様子 
【小学校コース】 【特別支援学校コース】 
○ 授業づくりの基礎 

養成塾担当教授から、授業づくりの基礎に 
ついての講義を受けました。 
社会では、教材研究の手順についての演習を 

通して、地域素材を教材として活用した資料の 
提示の在り方や学習活動の工夫について学び
ました。 

国語では、単元の評価計画から、評価場面 
や評価方法を考える演習を通して、単元の目 
標を達成するための言語活動の設定の大切さ 
を学びました。 
算数では、問題解決の場面の模擬授業を通 

  して、自力解決における机間指導の在り方や集 
  団解決の進め方等を学びました。 

 
３ 班別協議の様子 
 

○ 国語と算数の指導 
練馬区立上石神井北小学校の泉田巧人副校

長から、国語と算数の指導についての講義を受
けました。講義や事例の紹介を通して、児童・
生徒の発達の段階に応じた指導内容や教育課
程の編成等について学びました。 

 
○ 特別支援学校の教材づくり 
  養成塾担当教授から、特別支援学校における 
教材づくりについての講義を受けました。特別 
支援学校における ICT機器の活用事例紹介やプ 
ログラミングの体験を通して、端末を用いた教 
材提示の仕方や児童の学びを促す ICT機器の活 
用について学びました。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  
 

【塾生の感想より】 
〇 主任指導主事の講話を通して、目指す教師について改めて考えることができた。初心を忘れずに「児
童一人一人と向き合い、良さや可能性を見いだし、それを伸ばすことができる教師」となれるように、
これからも努力していきたい。 

〇 社会では、問題解決的な学習を設計することの重要性を学んだ。また、身近な教材を使用すること
で、児童にとって学習の理解が深まるということを知ることができた。 

〇 国語では、「指導と評価の一体化」について学んだ。指導があっての評価であること、評価は児童に
対する評価だけではなく、教師自身の指導の評価でもあるということを学んだ。 

〇 算数の模擬授業では、自身が児童役になって参加したことで、数学的活動を行う留意点について理
解できた。中でも集団解決の場面では、それぞれの児童の考えを受け止めるだけでなく、いくつかの
考えを比較・検討し、共通点や相違点を考えさせることが大切だということが分かった。 

〇 ICT を活用した授業の講座を受けて、児童が興味・関心をもって取り組めるように、今後の授業で
ICTを積極的に活用していきたいと思った。 

●第９回教科等指導力養成講座 

 

※ 第８回教科等指導力養成講座は７月 17日（土曜日）に延期となりました。 

 

 

 

教材づくり 

班別協議 

国語 算数 

およそ４ヶ月ぶりとなる対面形式での開催
となりました。塾生同士で活発に意見を出し合
ったり、疑問点について、その場で教授に質問
をしたりするなど、対面のよさを感じながら、
学びを深めていました。 

 


